
「赤心」
せ き し ん

校長室だより №９ １／８（金）

こ う ち よ う し つ

文責 田 中 敏 子

三学期が始まりました。
さんがつ き はじ

冬休み中に、事故や病気等の連絡が一件もなく、子どもたちみんな元気
ふゆやす ちゆう じ こ びよう き とう れんらく いつけん こ げん き

で新年を迎えたようで嬉しく思いました。
しんねん むか うれ おも

三学期は、４７日間と最も短い学期ではありますが、一年間のまとめを
さんがつ き にちかん もつと みじか がつ き いつねんかん

し新年度に向けて希望や意欲を持つという大事な学期です。
しんねん ど む き ぼう い よく も だい じ がつ き

子どもたち一人ひとりが力をつけて進級・進学できるように全力で取り
こ ひと り ちから しんきゆう しんがく ぜんりよく と

組んでいきたいと思います。
く おも

子どもたちの成長
こ せ い ちよう

２学期は、真夏の太陽から雪景色までの一番長い学期で、また、
がつ き ま なつ たいよう ゆき げ しき いちばんなが がつ き

行事等も多くあるので、子どもたちの成長の姿がわかりやすい学期でした。昨年末に「校長室だより」で
ぎよう じ とう おお こ せいちよう すがた がつ き さくねんまつ こうちようしつ

子どもたちの姿をお伝えする予定でいたのですが、忙しさを理由に書けず申し訳ありませんでした。
こ すがた つた よ てい いそが り ゆう か もう わけ

ここでは、２学期終 業式での６年生の作文を紹介させていただきます。
がつ き しゆうぎようしき ねんせい さくぶん しようかい

他の学年の子どもたちについては、１２月の個別懇談会で、各担任から子どもたちの“実り多い２学期”の
た がくねん こ が つ こ べつこんだんかい かくたんにん こ みの おお がつ き

様子をお聞きになったということでお許しください。
よう す き ゆる

「「「「二学期二学期二学期二学期でででで頑張頑張頑張頑張ったことったことったことったこと」」」」 ６年 Ａ．Ｍ
に がつ き がん ば ねん

私が二学期で頑張ったことは二つあります。
わたし に がつ き がん ば ふた

一つ目は清掃です。六年生になって初めて「赤心館」の清掃をしました。低学年の頃に「赤心館」の廊下
ひと め せいそう ろくねんせい はじ せきしんかん せいそう ていがくねん ころ せきしんかん ろう か

を歩いていると、六年生が雑巾をかけていました。膝をついて一生懸命清掃する姿は、とても心に残って
ある ろくねんせい ぞうきん ひざ いつしようけんめいせいそう すがた こころ のこ

います。そんな風になりたくて頑張ってきました。安茂里小学校の顔「赤心館」の床は、日の光に当たっ
ふう がん ば あ も り しようがつこう かお せきしんかん ゆか ひ ひかり あ

て輝いています。そんなピカピカの床が私は大好きです。だから一生懸命輝くように磨きました。
かがや ゆか わたし だい す いつしようけんめいかがや みが

二つ目は委員会です。初めての図書委員会の委員長、初めて進める「杏っ子祭り」、全
ふた め い いんかい はじ と しよ い いんかい い いんちよう はじ すす あんず こ まつ ぜん

部が初めてのことばかりでした。どうしたらよいか、不安や心配がたくさんありました。
ぶ はじ ふ あん しんぱい

図書委員会にはなったことがなくてどんなことをするのかもよく知りませんでした。でも、
と しよ い いんかい し

だんだん回数を重ねるうちに進め方ややり方がわかってきてうまくできるようになりまし
かいすう かさ すす かた

た。先生や副委員長にもたくさん助けてもらったりしたけれど、自分らしく頑張ることが
せんせい ふく い いんちよう たす じ ぶん がん ば

出来たと思いました。「杏っ子祭り」では、今まで準備やお手伝いをしたりすることしかなかったけれど、
で き おも あんず こ まつ いま じゆん び て つだ

今年は中心になってやることを決める側でした。思った以上にたくさん仕事があって大変だったけれど、
こ とし ちゆうしん き がわ おも い じよう し ごと たいへん

大変だった分だけ責任を持って出来たと思いました。
たいへん ぶん せきにん も で き おも

いよいよ小学校も三学期を残すだけとなりました。
しようがつこう さんがつ き のこ
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三学期に頑張りたいと事は残りの小学校生活を精一杯過ごすことです。中学生まであと少し。清掃も委員
さんがつ き がん ば こと のこ しようがつこうせいかつ せいいつぱい す ちゆうがくせい すこ せいそう い いん

会も、最後まで悔いのないようにやりたいです。相手の気持ちを考えられるような六年生になりたいです。
かい さい ご く あい て き も かんが ろくねんせい

六年生のみんなと、たくさんの思い出を作りたいです。
ろくねんせい おも で つく

長いようであっという間だった二学期は、忙しかったけれど、とても良い経験が出来ました。
なが ま に がつ き いそが よ けいけん で き

「「「「最後最後最後最後のののの音楽会音楽会音楽会音楽会」」」」 ６年 Ｓ．Ｙ
さい ご おんがくかい ねん

僕が２学期で一番印象に残った行事は、音楽会です。僕たちが、今年歌うことになった
ぼく がつ き いちばんいんしよう のこ ぎよう じ おんがくかい ぼく こ としうた

曲は「ＣＯＳＭＯＳ」でした。「ＣＯＳＭＯＳ」はとてもむずかしい歌で、はじめはみんな音がバラバラで
きよく うた おと

合唱になっていなかったけれど、練習を重ねていくうちにだんだんと歌が出来はじめて、まとまりがが出
がつしよう れんしゆう かさ うた で き で

てきました。声の強 弱もつけられるようなりました。
こえ きようじやく

六年生は、「ＣＯＳＭＯＳ」でみんなに伝えたいことを一人一人考えながら練習しました。
ろくねんせい つた ひと り ひと り かんが れんしゆう

僕は、歌詞の中にある「ぼくらは一つ」のところをみんなに伝えたかったので、そこを力強く歌いました。
ぼく か し なか ひと つた ちからづよ うた

でも、僕は練習の時に「あまり口を開いていない」と先生に言われて、ビデオを見たら、自分でも口が開い
ぼく れんしゆう とき くち ひら せんせい い み じ ぶん くち ひら

ていないことがわかりました。自分では口を大きく開けていたつもりだったけれど、ビデオを見た日から、
じ ぶん くち おお あ み ひ

「もっと頑張らないと」と思いました。本番では、西窪先生の一生懸命な指揮に後押しされてみんなの心が
がん ば おも ほんばん にしくぼせんせい いつしようけんめい し き あと お こころ

一つになり、最後まで気持ちよく歌いきることができました。僕が一番伝えたかった「ぼくらは一つ」のと
ひと さい ご き も うた ぼく いちばんつた ひと

ころを、聴いている人に伝えられたんじゃないかなぁと思います。
き ひと つた おも

今日で二学期も終わりです。小学校生活も残り３ヶ月ほどになりました。
き よ う に がつ き お しようがつこうせいかつ のこ か げ つ

３学期になったら、友達とたくさん遊んで、いい思い出をたくさん作って、最高の形で卒業できるよう
がつ き ともだち あそ おも で つく さいこう かたち そつぎよう

にしたいです。

挨拶の輪
あ い さ つ わ

左の標語は４年生の女子が考えたものです。
ひだり ひよう ご ねんせい じよ し かんが

学校全体で、一学期から「気持ちの良い挨拶のいっぱいの学校」を目指して取り組んでき
がつこうぜんたい いちがつ き き も よ あいさつ がつこう め ざ と く

ました。安茂里小学校に来てから、毎日子どもたちの明るい挨拶に元気をもらっていました。
あ も り しようがつこう き まい ひ こ あか あいさつ げん き

学校だけでなく、挨拶の輪が地域全体に広がるといいなあと思っていました。
がつこう あいさつ わ ち いきぜんたい ひろ おも

朝の挨拶で、その日の子どもたちの様子を知ることができます。元気のない声を聞くと、
あさ あいさつ ひ こ よう す し げん き こえ き

出がけに何かあったのかな、叱られたのかな、兄弟げんかでもしたのかな、学校に来たくな
で なに しか きようだい がつこう き

い日なのかな等、いろいろ考えます。相手に、いつも気持ちの良い挨拶をすることは大人で
ひ とう かんが あい て き も よ あいさつ お とな

も難しいことですが、思い切って大きな声を出すと気持ちがすっきりすることも多いように
むずか おも き おお こえ だ き も おお

感じます。
かん

毎朝の家族間の自然な挨拶から、その日がスタートできたら嬉しいなあと思います。
まいあさ か ぞくかん し ぜん あいさつ ひ うれ おも

安茂里の子どもたちは、挨拶を返すときの声は元気いっぱいだけど、自分から挨拶をする
あ も り こ あいさつ かえ こえ げん き じ ぶん あいさつ

ときはどうかな？というような声も聞こえました。２学期の後半、児童会が動きました。聞
こえ き がつ き こうはん じ どうかい うご き

こえてくる挨拶の声はさらに大きくなったように感じました。友達同士、先生へ、地域の方
あいさつ こえ おお かん ともだちどう し せんせい ち いき ほう

へ、自分から挨拶する子どもたち。挨拶の輪が広がっていきます。
じ ぶん あいさつ こ あいさつ わ ひろ
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